早稲田大学法学部水島朝穂ゼミ　「食」取材･調査班主催シンポジウム
「私たちの食のゆくえ～日本の食と農を考える～」
１．開催趣旨
　私たち･法学部水島ゼミの有志メンバー9名は今夏の北海道合宿で、最も身近でありながら実態をよく知らない「食」にまつわる諸問題―日本の食料事情や農業の現状、食の安全・安心―にスポットを当て、「消費者である私たちと食とのつながり」・「農業の現状」を知ること、その上で「日本の食と農のこれから」を考えることを問題意識として、行政、生産者（農家）、加工業者、小学校、NPO等各方面でご活躍されている方々からお話を伺った。
取材･研究のもと、五感を通じて学び取ったのは、私たちと食とのつながりや消費者と作り手（生産者）とのつながりが現代のフードシステムによって分断されてしまった事実、農業には多面的な価値が秘められているということだった。そして、40％を切った日本の食料自給率の現状や都市と農村の乖離、日本の農業の危機に対して「都心に暮らす私たちには何ができるのか」という問いが日に日に強まり、北海道で私たち学生が学んだことを多くの人に発信し、また有識者の方々をお招きして、日本の食と農について語り合い考える機会を持つべく、早稲田祭においてシンポジウムを開催する運びとなった。
２．シンポジウム概要
＜日時＞2007年11月4日（日）14:00～16:30
＜場所＞早稲田大学　西早稲田キャンパス14号館102教室
＜シンポジウム次第＞
【第1部】 学生発表
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　　　１．日本の食をめぐる現状

　　　２．北海道合宿報告
①合宿を通じて感じたこと

②日本農業の現在と北海道の施策について
【第2部】 有識者によるパネルディスカッション

１．食の現状についての認識と今後の展望　　　　　　

～生産者と消費者の距離、食料自給率
２．日本の農業政策について
３．消費者・市民一人ひとりに何ができるか

　　　コーディネーター：高野孟　氏（「インサイダー」編集長、早稲田大学客員教授）
パネリスト：井尻弘　氏（（株）生産者連合デコポン　代表取締役）
　　　　白石好孝氏（大泉風のがっこう校長、NPO畑の教室理事長）
　　　　堀口健治氏（早稲田大学政治経済学部教授）

　　　　谷津義男氏（自由民主党所属衆議院議員、元農林水産大臣）
＜企画･運営＞早稲田大学法学部水島朝穂ゼミ　「食」取材･調査班

３．第一部、第二部の要旨
【第一部】学生発表
１．日本の食をめぐる現状

日本の食料自給率は2006年度カロリーベース計算で39％にまで落ち込んだ。伝統的な日本食の天ぷらそばでさえ原材料の8割は輸入品で作られていると言われるように食物を大量に輸入しているが、日本人の年間食料ごみは約2200万トンと、大量に捨てているのも現状である。また、消費者の食に対する関心の高揚とは裏腹に、昨今食の安全･安心をめぐって生産者の責任が問われる事件が頻発している。食を誰がどのように作ったのか分からないシステムの構造が背景にはある。つまり現代では私たちと食との関係が薄れ、私たち（消費者）と生産者との間に距離感があることが指摘できる。
２．北海道合宿報告

（１）合宿を通じて感じたこと

①私たちと「食」との関係

「私たちはいのちを奪って生きている」
富良野のファームインで牛の乳搾り体験をした際ご主人から、牛がお乳を出すのは出産直後に引き離された自分の子どもにお乳をあげていると錯覚しているからだと伺った。また事後取材で訪れた東京･練馬の白石農園では愛嬌のある黒豚の風花ちゃんを、最後はお肉にして関係者･近隣の小学校の給食で食べることを伺い、いのちを食べる存在としての私たちに気付かされた。

「作り手任せの私たち」
　CSA（地域で支えあう農業）を実践する夕張郡長沼町のメノビレッジ長沼代表、エップ･レイモンドさんから、鳥インフルエンザやO-157の原因が低コスト･効率性･大量生産を追及する市場経済のシステムにあることを伺い、金銭を介して美しく安く安全でおいしい「完璧」な農作物を生産者に求める消費者の自己矛盾に気付かされた。
②農業の多面的価値

[image: image2.jpg]


　私たちは取材を通じ、食物供給や雇用の面以外にも農業が実に多様な価値を持つことに気付かされた。具体的には、自然保護や観光資源の観点、教育の観点、コミュニティ形成の観点、国家の安全保障の観点であり、「食」と「農」を中心軸に据えることで実に多くの社会問題にアプローチしうることを感じた。
（２）日本農業の現在と北海道の施策について
①農業に対する危機

国内での農業の担い手不足と高齢化が進むと同時に、農業の国際化に伴う関税の引き下げにより安価な外国産農産物が国内に流入、国内農家に深刻な打撃を与えており、日本農業は危機に直面している。
②北海道のとりくみ

食育、地産地消、スローフードを内包した「愛食運動」の推進や、「食の安全・安心条例」の制定、クリーン農業・有機農業の促進、道産食品独自認証制度の確立といった行政レベルでの動き、民間におけるトレーサビリティ制度の確立、NPOにおける大豆トラスト運動など、実に様々なアクターが総力を挙げて北海道農業を守ろうとしていることを感じた。
【第二部】パネルディスカッション
第二部のパネルディスカッションではコーディネーターに高野孟氏を、パネリストには農業経済が専門の堀口健治氏(早稲田大学政治経済学部教授)、練馬で市民体験農園を行い、都市型農業を実践されている白石好孝氏、千葉で農業法人として農業を行っている井尻弘氏、更に元農林水産大臣である谷津義男衆議院議員を迎え、今後の日本の食と農のゆくえや都会に暮らす消費者、市民として何ができるかを議論して頂いた。
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　　　　　高野孟氏　　　　　 白石好孝氏　井尻弘氏　　谷津義男氏　堀口健治氏
パネルディスカッションのテーマ及び、印象に残ったゲストの言葉
	テーマ①　農業の現状についての認識と今後の展望

パネリストの自己紹介

食の安全・安心を巡る事件について

消費者の「食」と「生産者」との距離感について

食料自給率について


「食の安全・安心を巡る事件について」では、コーディネーターの高野孟氏が「食べる人と作る人の距離が広がっている。有機無農薬のラベルを見れば、すべて安心みたいになっている。それを作るまでに、生産者がどれだけの努力をしなきゃいけないかということを全くご存じないみたいでいる。都市と農村の間の距離感に非常に大きな隔たりがある。」と仰っていたのが印象的だった。また、谷津義男氏の「正月のおせち料理はもうできあがっている。クリスマスのケーキは夏に作り、冷凍している。冷凍を解凍したときが製造年月日となる。製造年月日は、それを作った日、解凍した日で、生で作った日というのとは、ちょっと違う。」という発言には、驚愕した。
「食料自給率について」では、高野孟氏が「マンションのベランダのプランターにパセリ植えたって、土のある暮らしではないか」と、まずは「自分の自給率」を向上させる提案をされたのが印象的だった。
「消費者の『食』と『生産者』との距離感について」の話では、白石好孝氏・井尻弘氏の両氏が「作る人と食べる人、都市と農村の距離、消費者と生産者の距離がすごくできてしまった。そのことで、その間でいろいろな問題が出てきている。やはり生産者側と、消費者側がかけ離れてきたことが原因である」と述べ、農業の現場に携わる両氏の発言には強い説得力を感じた。
	テーマ②　日本の農業政策について
Ⅰ国内政策について：担い手の集中・重点化と小規模農家、新農政2007(担い手への施策の集中化・重点化、農地政策改革)、民主党「農業者所得個別保障案」

Ⅱ国際化：日豪FTA･WTO農業交渉と農産物の関税


「日本の国内農業政策について」では、白石好孝氏が「新規就農者というのは1600人から2000人くらいと非常に厳しい状況で、且つ農業従事者の高齢化が進み、5年前は農家の平均年齢が60歳だったのだが、5年経った今では65歳になっている。」と、農家の高齢化の問題を指摘。また、堀口健治氏は、「農地が一割放棄されており、放棄された土地を、何か条件を与え、利用することが、自給率を高める、あるいは自給力をあげるということにつながる」と土地政策の観点から言及された。
「農業の国際化について」では、谷津義男氏がWTO交渉について言及され、日本が食料輸入大国であり、実は食料を生産するのに大量に水が使用されており、日本が最大の水輸入国になっていることを他国から責められたというお話が印象的だった。
	テーマ③　消費者・市民一人ひとりに何ができるか


井尻弘氏
これからの農業は、もう世襲制の時代も終わってですね、これからは農業のしたい人間が農業をする時代。夢を作るにはですね、私たちが、俺たちが、「農業やりたいんや」って人間がですね、農業に参加できるシステムを作らないとあかんと思います。

白石好孝氏

　私の農園に熱心に毎日通うおじいちゃんがいまして、いろいろ立ち話をうかがっていましたら、一流大手自動車メーカーの役員をされていた方でした。で、今までのエンジニアとしての話をうかがっていたらですね、「20世紀はエンジニアリングと経済と産業の時代でした。21世紀はおそらく、環境と食べ物が極めて重要な時代になっていくでしょうと、白石さんこれまで農業頑張ってきて良かったね、これからあなたたちに花が咲く時代だよ」って言ってくださいました。

谷津義男氏

食べ物を無駄にしないで下さい。日本の自給率は39%、あとの61%というのは輸入です。どの位輸入しているっていうのは、動きがありますが約9～10兆円の間を行ったり来たりしていると思ってください。そのうちの約30％を捨てているんです。

堀口健治氏

EUは1950年代、あの発足してGATTの時代、いわゆるFTA関税貿易協定なんですけども、関税を地域内全部にしたんですね。EU内に安い農作物が行き渡ると、弱い国の農業が潰れてしまうので、価格政策をして弱い国の農業の所得を底上げしてるから、潰れないんですね。お金持ちの国の税金が、弱い国の農業を支えているんですね。日本は、都会が地方の農業を支えるなんて議論が全然ないもんですから、日本では、弱い国の農業を強い国の税金で応援しようと、仕掛けをどう考えるかというのが課題ですね。
４．シンポジウムの総括
シンポジウムを終えて強く感じたことは、食や農について私たち一人ひとりが「知ること」、「考えること」、「行動すること」の大切さである。
消費者と生産者、食べる人と作る人の距離が広がったと、農家である白石さんや井尻さんが仰っていたことはとても印象に残ったが、それは同時に作り手に無関心な都会に暮らす人々への落胆にも聞こえた。若者の農業離れが進んでいるというのは確かに農家を継ぐ・継がないという側面が一番大きな問題だろうが、現代における「農業とのふれあい・つながり」の希薄化も、消費者・生産者の関係を大きく変えてしまった要因ではないだろうか。

しかし、学園祭という華やかなイベントが多数ある場で、食と農についてというアカデミックなシンポジウムに多数の方に来場して頂き、更に若い来場者が多かったことに、希望にも似た気持ちを感じた。会場では、消費する側・食べる側も、生産する側・作る側と同じように、距離感を感じ、現状を知りたいという思いがあると感じられた。

また、政策の現場に通している谷津議員や、農業経済に明るい堀口教授のお話で、マクロな視点で考えることの大切さを教えて頂いた。WTO農業交渉やFTA交渉と食や農の国際化が進む中で日本の農業がどのような方向に導かれていくのかということは、国民の消費活動や生活、考え方に左右されうるということも感じた。端的に言えば、「多少高くても、安全なもの」が良いのか、あるいは「とにかく安いもの」がいいのかということで、その選択が食や農の国際化を左右する一因になるということである。

2007年を象徴する漢字として選ばれたのは「偽」。投票数で続くのは、「食」「嘘」「疑」と、安全・安心を謳うラベルの下のお粗末さが反映されているようだが、ラベルに踊らされず、見極める目を消費者である私たちが養うことの大切さを改めて感じる。研究や取材を重ねるにつれて強まっていった、農業や食料に対する意識をこれからも頭の片隅に置いて、新聞などのメディアで発信される情報はもちろん、食品を買う際、食べる際にも、想像力を働かせて、「食の向こう側」を意識していきたい。
５．最後に

最後になりましたが、パネリストの井尻弘様、白石好孝様、堀口健治様、谷津義男様、コーディネーターを務めて頂いた高野孟様、ご多忙の中パネルディスカッションに参加して頂き誠にありがとうございました。未熟な学生の申し出にも拘らず快諾して頂き大変感謝しております。
また、北海道で取材に応じて頂いた北海道庁農政部・食の安全推進局、やまもと農園、メノビレッジ長沼、江別製粉株式会社、日本トレーサビリティ協会の皆様、並びに、麻田信二様、半田実先生(札幌市立茨戸小学校教頭)、大熊久美子様(NPO法人北海道食の自給ネットワーク代表)には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。
2007年12月18日

早稲田大学法学部水島朝穂ゼミ　「食」取材･調査班
青木良介　赤嶺貴子　金城加都子　熊谷明香　
園田博之　高柳亜美　橋本尚子　安井萌　渡辺静博
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